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6 第３部

「学習プログラム」の概要第1章

　これらの４項目から編成するプログラムは、児童・生徒の発達の段階を考慮して作成し、「小学
校低学年」、「小学校中学年」、「小学校高学年」、「中学校」、「高等学校」及び「特別支援学校」の６
編で構成しています。
　なお、「特別支援学校」に関しては、知的障害のある児童・生徒への指導事例として掲載しています。
そのため、障害種別や児童・生徒の実態に応じて、「特別支援学校」だけでなく、他校種の項目を
参考に活用してください。

　いじめ問題を未然に防いだり、適切かつ迅速に解決したりするためには、子供たち自身が、いじめを
自分たちの問題として主体的に考え、話し合い、行動できるようにすることが重要です。全ての教育活
動を通じて、子供一人一人に対して、自らがいじめについて考え、自ら行動し、いじめ問題に対応でき
る力を意図的・計画的に身に付けさせることができるよう、学習プログラムを開発しました。

「学習プログラム」の構成の特徴

プログラムの項目とねらい 上巻との関連

《ねらい》
〇　いじめについて深く考え、いじめは絶対に許されない行為である
ことを自覚する。
〇　いじめの防止に向けて、協力し合い、より良い学校生活を作り出
す自主的な態度を養う。

未然防止
（1）子供が安心して生活で
きる学級・学校風土の創
出

（3）いじめを許さない指導
の充実

（4）子供が主体的に行動し
ようとする意識や態度の
育成

《ねらい》
〇　自分の良いところや、友達の良いところに気付き、生活の中で、
どのように生かしていくかを考え、実行しようとする意思をもつ。
〇　自分の良いところや友達の良いところを、「価値ある個性」と捉え、
自尊感情や自己肯定感を育む。

未然防止
（4）子供が主体的に行動し
ようとする意識や態度の
育成

《ねらい》
〇　相手の気持ちや立場を考えたコミュニケーションの在り方につい
て考え、自他を尊重した望ましい人間関係を築く。
〇　集団全体の合意形成に向けた話合いを通して、相手の状況や目的
に応じてコミュニケーションを図る力を身に付ける。

未然防止
（4）子供が主体的に行動し
ようとする意識や態度の
育成

《ねらい》
〇　集団生活や公共の場で守るべきルールやマナー、大切にすべきモ
ラルについて考え、すすんで守ろうとする意欲をもつ。
〇　法や決まりの意義について考えることを通して、他者と共生する
ために必要な規範を身に付けるとともに、主体的に決まりを守ろう
とする態度を育む。

未然防止
（1）子供が安心して生活で
きる学級・学校風土の創
出

（4）子供が主体的に行動し
ようとする意識や態度の
育成

１　いじめをしない、させない、許さないための意識の醸成

２　互いの個性の理解

３　望ましい人間関係の構築

４　規範意識の醸成



7第３部

「学習プログラム」の活用

年間を見通した「学習プログラム」の活用時期例（中学校）

（いじめに関する授業に活用できる学習指導案及び板書例、教材文や資料等を見開き２ページで掲載しています。）

「学習のねらい」、「評価」、「教育課程におけ
る位置付け」、「主な使用教材」を記載してい
ます。

授業の流れや子供の反応例を掲載していま
す。板書の活用方法としても参考にしてく
ださい。

「１ いじめをしない、させない、許さない意識の醸成」の「特別の教科　道徳」では、「公正、公
平、社会正義」「相互理解、寛容」等、いじめと関わりの深い内容項目の学習指導案を２事例、「２ 
互いの個性の理解」以降の学習プログラムでは「発展的な展開例」を作成しました。いじめに関
する授業の実施状況や学級の実態に応じて、見開きの左ページの「展開例」を繰り返し実施したり、

「展開例」の展開部分を「発展的な展開例」に入れ替えて実施したりすることができます。

規範意識の醸成4

学校　学年

展開例

◆学習のねらい

◆評価

◆教育課程における位置付け

◆主な使用教材

学習活動 ○指導上の留意点

導　

入

展　

開

ま
と
め

板書例

【資料等】

発展的な展開例

学習活動 ○指導上の留意点

展　

開

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

未
然
防
止
・

早
期
発
見
の
取
組

校内研修①
【「学校いじめ
防 止 基 本 方
針」に基づく
確実な取組の
推進】

いじめに関す
る授業①

【いじめをしな
い、させない、
許さないため
の意識の醸成】

校内研修②
【いじめ問題
の解消に向け
た組織的な取
組】

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

未
然
防
止
・

早
期
発
見
の
取
組

いじめに関す
る授業②

【望ましい人間
関係の構築】

校内研修③
【「いじめ」の
定義の確実な
理解】

いじめに関す
る授業③

【規範意識の醸
成】



8 第３部

「学習プログラム」の指導内容一覧第2章
№ 小学校　低学年 小学校　中学年 小学校　高学年

１

い
じ
め
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

　自分の好き嫌いにとらわれず、
誰に対しても仲間外れにしない
心情を育てる。

◆公正、公平、社会正義
「さるくんは だめ」（東京都教育
委員会『令和２年度　東京都道
徳教育教材集　小学校１・２年
生版　心あかるく』）

　友達を仲間外れにせず、仲良
くし、互いに助け合っていこう
とする態度を育てる。

◆友情、信頼
「およげない　りすさん」
（文部科学省『わたしたちの道徳』
小学校１・２年）

　自分と異なる思いや考えを大
切にする心情を育てる。

◆相互理解、寛容
「ぼくらのビー玉コースター」
（東京都教育委員会『「特別の教
科 道徳」移行措置対応　小学校
版　東京都道徳教育教材集』）

　いじめをすることなく、誰と
でも公平に接しようとする態度
を育てる。

◆公正、公平、社会正義
「同じ仲間だから」
（文部科学省『わたしたちの道徳』
小学校３・４年）

　相手の気持ちを考えて行動し、
互いに信頼し合い、友情を深め
ていこうとする心情を育てる。

◆友情、信頼
「知らない間の出来事」
（文部科学省『私たちの道徳』小
学校５・６年）
　誰に対しても差別をしたり偏
見をもったりすることなく、い
じめを許さない公正・公平な態
度を育てる。

◆公正、公平、社会正義
「ユリのうしろ姿」
（東京都教育委員会『人権教育プ
ログラム』平成 28 年３月）

【児童会・生徒会活動等】　　・委員会活動におけるいじめ防止に向けた取組

２

互
い
の
個
性
の
理
解

　友達や教師が見付けてくれた
自分の良いところを知ることで、
自分の良いところを積極的に知
ろうとする態度を育てる。

○�　自分ができるようになった
ことや紹介できることをカー
ドに記入する。

○�　３人グループになり、自分
以外の２人の良いところを書
き、互いに発表する活動を通
して、自分が知らなかった良
いところに気付く。

　友達や教師が見付けてくれた
自分の良いところを知り、自分
の良いところを伸ばしていこう
する態度を育てる。

○�　自分の良いところや、自分
の気になるところについて考
え、2 人組で話し合う。

○�　「自分らしさ」について考え、
「自分らしさカード」に書く。

○�　友達が見付けてくれた新し
い「自分らしさ」に気付く。

　自分の良いところ、友達の良
いところを見付け、学級の一員
としての自分に気付くとともに、
全員の良いところを学級で生か
していこうとする態度を育てる。

○�　自分の良いところや、自分
の伸ばしたいところを考える。

○�　４人グループになり、自分
以外の３人の良いところを書
き、互いにカードを渡す活動
を通して、自分が知らなかっ
た良いところに気付く。

３

望
ま
し
い
人
間
関
係
の
構
築

　友達とよりよい人間関係を形
成するには、相手のことをよく
知る必要があり、相手の話をしっ
かり聞くことが大切であること
を理解させる。

○�　友達と一緒に遊んだことや
学習したことを通して、元気が
出たことをカードに記入する。

○�　２人組になり、互いの話を
紹介する活動を通して、相手
の話をしっかり聞くことの大
切さに気付く。

　コミュニケーションを行う上
で、言葉で伝えることに加え、
相手の動きや表情をよく見たり、
よく聞いたりして、相手が話し
たいことを知ろうとすることも
大切であることを理解させる。

○�　２人組でインタビューをす
る。

○�　どのように話を聞いてもらう
とうれしかったかを発表する。

○�　他者紹介をする。
○�　他者紹介を通して感じたこ

とを発表する活動を通して、
相手が話したいことを知ろう
とすることの大切さに気付く。

　コミュニケーションを図るこ
とで、互いに意思や感情、思考
を伝え合うことや、新たな考え
に気付いたり、考えを深めたり
できることを理解させる。

○�　グループで「いじめを防ぐ
ために大切なこと」について
話し合い、考えをまとめる。

○�　グループごとにまとまった
主張とその理由を発表する。

○�　自分たちでいじめをなくす
ために今日からできそうなこ
とを決め、宣言する。

４

規
範
意
識
の
醸
成

　いじめは、相手の心や体を傷
付ける行為であることを理解
させるとともに、いじめのない
素敵な学級にするために自分に
合ったよりよい解決方法を意思
決定できるようにする。

○�　学級の良いところを発表する。
○�　いじめに関するイラストを

見て、考えたことを発表する。
○�　自分の周りでいじめが起こっ

たときにどうするか考える。
○�　いじめのない素敵な学級を

つくるためのルールを考える。

　いじめが起きたときにどうす
ればよいか考えることを通して、
いじめをしない、させない、見
過ごさない、見て見ぬ振りをし
ない態度を育てる。

○�　学校や学年、学級等のいじ
めに関する決まりやルールに
ついて確認し、自分たちの生
活を振り返る。

○�　決まりやルールを守ること
の良さ等を話し合う。

○�　学級の決まりを守るために
取り組むことを考える。

　考え方や感じ方は人によって
違っており、その違いを認める
ことが大切であることや、ＳＮ
Ｓをはじめとするインターネッ
ト上では「誤解」が生まれやす
いことを理解させ、考えや気持
ちを伝える方法を考えさせる。

○�　自分が言われて嫌な言葉や
自分がされて嫌なことについ
て考え、全体で話し合う。

○�　友達と話し合って「マイＳ
ＮＳ東京ルール」を作成する。

○�　「ＳＮＳ東京ルール」及び「Ｓ
ＮＳ学校ルール」を確認する。
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中学校 高等学校 特別支援学校

　互いの立場を尊重し、いろいろな
ものの見方があることを理解し、寛
容の心をもとうとする態度を育てる。

◆相互理解、寛容
「言葉の向こうに」
（文部科学省『私たちの道徳』中学校）

　正義と公正さを重んじ、誰に対し
ても公平に接し、正義を実現しよう
とする態度を育てる。

◆公正、公平、社会正義
「傍観者でいいのか」
（東京都教育委員会『人権教育プロ
グラム』平成 16 年３月）

　考え方や価値観の違いを認識し、
互いを尊重することにより、より良
い学級や学校、豊かな未来を築くこ
とができることを認識させる。

（東京都教育委員会『人間と社会』	
令和３年３月改訂）

　自分の好き嫌いにとらわれず、誰
とでも仲良く接することができる心
情を育てる。

◆公正、公平、社会正義
「みんなとなかよく」
（文部科学省『わたしたちの道徳』小
学校１・２年）

・いじめ防止のためのシンポジウム　　　・いじめ防止啓発作品づくり　　　・いじめ根絶バッジ

　良いところを伝え合う活動を通し
て、今まで気付かなかった自分の良
いところに気付き、自分と友達の良
いところを学級で生かしていこうと
する心情を育てる。

○�　グループ内で２人組になり、友
達の長所と短所から、相手のその
人らしさをまとめ、互いに読み合う。

○�　２人組を替えて、読み合う活動
を繰り返す。

○�　本時を振り返り、感想を発表する。

　友達のその人らしさを探すととも
に、自分らしさを生かして地域や社
会のために貢献していこうとする態
度を育てる。

○�　避難所となった学校で、自分や
グループのメンバーの好きなこと
や得意なことを生かして、どのよ
うな活動をしてみたいかを考える。

○�　グループで取り組んでみたいこ
とを決め、その活動に必要な役割
と担当者を考える。

○�　「自分らしさ」や友達の「その
人らしさ」について気付いたこと
を発表する。

　自分の良いところに気付くととも
に、友達や周りの人の良いところを
積極的に見付けようとする態度を育
てる。

○�　自分の良いところを考え、「い
いね！カード」に書き、発表する。

○�　友達の良いところを見付け、「い
いね！カード」に書く。

○�　カードを読んでから友達に渡す。
○�　本時を振り返り、自分も友達も

多くの「良いところ」をもってい
ることを確認する。

　コミュニケーションにおいては、
互いに意思や感情、思考を伝達し合
うことや、相手の考えを尊重して話
し合うことが大切であることを理解
させる。

○�　「心みつめて」を読み、人によっ
て物事の捉え方が異なることを理
解する。

○�　学校行事を一つ選び、その行事
を行う上で大切だと思うカード
を、順位を付けて並べる。

○�　グループ内でカードの順位を話
し合って決める。

○�　集団による意思決定を行い、気
付いたことを発表する。

　言葉や感情表現によって相手への
意思の伝わり方が異なることを理解
させるとともに、自分の意思を正しく
伝え、受け止めてもらえるような表現
を行っていこうとする態度を育てる。
○�　自分も相手も大切にする自己表

現についての説明を聞く。
○�　他者と意見が異なったときの自

分の気持ちの表現の仕方について
考える。

○�　友人と意見が異なったときを想
定し、自分のことを優先する表現、
自分も相手も大切にする表現、友
達を優先した表現について考える。

○�　発表を行い、意見を述べ合う。

　コミュニケーションとは、互いに
意思や感情、思考を伝達し合うこと
であり、言葉や文字だけでなく、声
の大きさや話し方や態度などが大き
な役割を果たすことを理解させる。

○�　コミュニケーションとは何かを
考える。

○�　自分のペアである相手を探す。
○�　ペアの相手に、自分の得意なこ

とを伝える。
○�　聞いた側は、相手の得意なことを

画用紙に書き、握手等をして渡す。
○�　ペアを探す活動を行う。
○�　活動を振り返る。

　ＳＮＳの上手な使い方について学
び、自分たちの身を守るためのルー
ルを考え、行動できるようにさせ、イ
ンターネット上での規範意識を育む。
○�　インターネットの利用状況を振

り返り、日常生活で感じたこと（メ
リットやデメリット）を発表する。

○�　「考えよう！いじめ・ＳＮＳ＠Ｔ
ｏｋｙｏ」ウェブページを視聴し、
感じたことを発表する。

○�　ＳＮＳの利用に際してのトラブ
ルなどを防止又は解決するために
必要な「行動宣言」を考える。

○�　本時の学習を振り返る。

　ＳＮＳを介したトラブルやいじめ
について知り、加害者にも被害者に
もならないための防止策や、対処方
法を身に付けさせ、インターネット
上での規範意識を育む。

○�　ＳＮＳの利用状況について２人
組で話し合う。

○�　ＳＮＳ利用上のトラブルやいじ
めの具体例を挙げ、防止策や対処
法を考える。

○�　学習を通して気付いたこと、他
の人の考えなどから学んだことを
まとめる。

　いじめをなくすために、自分がで
きることを考えることを通して、い
じめをしない、させない、見過ごさ
ない、見て見ぬ振りをしないための
態度を育てる。

○�　居心地の良い学級とはどのよう
な学級であるかを発表する。

○�　ＤＶＤ「ＳＴＯＰ！いじめ　あ
なたは大丈夫？」を視聴し、いじ
めについて考える。

○�　いじめられたとき、その場面に
出会ったときに、どのようにすれ
ばよいかを考える。

○�　本時の学習を振り返る。

【  指導のねらい　　○学習活動　　◆「特別の教科　道徳」における内容項目】
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学習プログラム第3章
児童会・生徒会等

委員会活動におけるいじめ防止に向けた取組

　各種委員会活動を通して、児童・生徒にいじめ
は絶対に許されない行為であることを啓発し、い
じめを許さない環境づくりを促進します。

いじめ防止のためのシンポジウム

　児童・生徒と地域住民がいじめ問題をテーマに
意見を交流し、いじめ防止に向けた意識啓発を図
ります。

＜具体的な活動の流れ＞

　友達にしてもらってうれしかったことの発表
１�　校内放送で、放送委員会として「いじめ防

止」に関わる「一人一人の良さ」に着目した
放送を行う。児童・生徒は校内放送で友達に
してもらってうれしかったことの発表を聞く。

２�　発表を聞いた感想を学級・学年間で交流
し、「友達の良さ」について考えを深める。

　いじめをテーマにした本の読み聞かせ・紹
介・感想の発表等
１�　図書集会や校内放送で、図書委員会とし

て「いじめ防止」に関わる本の読み聞かせ
等を行う。

２�　児童・生徒は、読み聞かせの感想を学級・
学年間で交流し、「いじめ」について考え
を深める。

　校内の言語環境の改善及び充実等
１�　生活委員が一日を振り返り、学活等で誰

かを傷付ける言葉がなかったか等を振り返
りながら、言語環境に対する意識を高める。

２�　日々の取組を基に、望ましい言語環境について
考える機会を設ける。ポスター等を掲示すること
により、児童・生徒全体の意識の向上を図るとと
もに、いじめを許さない環境づくりの担い手となる。

放送委員会

図書委員会

生活委員会

＜具体的な活動の流れ＞
１�　各小・中学校で、いじめ防止のために取

り組んでいることについて、ポスターを作
成する。

２�　シンポジウムの開催に当たり、連合生徒
会（各中学校の生徒会役員の集まり）で、
シンポジウムに込めた思いをテーマにす
る。（例「心と心の思いやり～人の気持ち
に気付ける人へ」等）

３�　いじめ防止のためのシンポジウムをホー
ル等の公共施設で開催する。参加者は、テー
マに込めた思いを基に集う。
・児童・生徒によるポスターセッション
・地域住民との意見交換
・中学校の代表生徒による全体発表

４�　シンポジウム開催後、各校でシンポジウ
ムの内容を共有したり、自校の取組の工夫・
改善を図ったりすることで、学校全体でい
じめ防止に向けた意識を高める。

５�　作成したポスターを役所等に掲示する。

期待される効果
　同じ目的の下に委員会同士が協力して活動
することなどを通して、児童・生徒の主体性
を育む効果が期待できます。

期待される効果
　いじめ防止に向けて、児童・生徒自身がい
じめについて考え、行動するとともに、シン
ポジウムを通じて相互理解を深め、地域全体
でいじめ防止に向けた取組が期待できます。

【ポスターセッションの様子】
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いじめ防止啓発作品づくり

　いじめ防止をテーマにしたポスター・標語など
の作品づくりを通して、いじめは絶対に許されな
い行為であることを啓発します。

いじめ根絶バッジ

　児童・生徒、学校関係者、教育に携わる一人一
人がバッジを着用することで、いじめ防止の意識
を高めます。

（例）いじめに関する人権標語
＜具体的な活動の流れ＞
１　いじめに関する授業を行う。
２�　児童・生徒がいじめに関する人権標語を

作成する。「いじめは悪い」、「いじめをし
てはいけない」ということだけではなく、

「どうすればいじめがなくなるか」につい
て表現する。
【作品例】
・「だいじょうぶ？」この一言で 心ぽかぽか
・がまんせず ぼくが聞くよ その気持ち
・やらないで みんなでやろうよ 協力して

３�　校内や地域の交流施設等で展示し、保護
者や地域関係者と思いを共有する。

４　各校の代表作品を役所等に展示する。

※�　人権感覚を身に付けるための機会を
定期的に設け、他者を思いやる心や相
手を認めることの大切さを確認できる
ようにする。

※�　「ふれあい月間」や「人権週間」に
合わせて実施するとより効果的である。

＜具体的な活動の流れ＞
１�　いじめ根絶の思いを込めた「いじめ根絶

バッジ」のデザインを募集し、作成する。
２�　土曜授業日等、毎月決められた日を「い

じめ防止推進デー」に設定する。
・�児童・生徒がいじめ根絶バッジを着用する。
・�朝の会での学級担任による講話や授業等

を通じ、「いじめは絶対にしてはいけな
いものである」という意識をもつ。

・�ＰＴＡ役員等も着用し、児童・生徒と思
いや姿勢を共有する。

３�　全校集会等で、児童・生徒会役員がいじ
め防止に向けた宣言を紹介し、続いて全校
児童・生徒が復唱する。

※�　バッジに込めた先輩の思い等を全校
集会等で紹介する。

※�　学校案内等にバッジを掲載するな
ど、いじめ防止のための学校の取組を
紹介する。

期待される効果
　全校児童・生徒が標語の作成に関わったり、
作品を校内外に掲示したりすることで、いじ
め防止に対する意識を高め、持続させる効果
が期待できます。

期待される効果
　児童・生徒のいじめ防止への意識を高めるこ
とを通して、日常的ないじめ防止につなげる取
組です。児童・生徒が保護者や地域住民ととも
に、いじめを自分たちの問題として考え、行動
しようとする意識を高める効果が期待できます。

　各学校は特別活動の時間等を活用して、いじめの防止に向けた、児童・生徒自身がいじめについ
て考え行動できるようにするための取組を様々行っており、その一例を掲載しています。保護者や
地域の方々と一緒に取り組んだり、保護者会や学校だより等、様々な場面や方法で発信・共有した
りしていくことが大切です。様々な取組をつなぎ合わせ、「いじめをしない、させない、許さない」
学校・地域づくりを目指しましょう。

【展示の様子】 【児童の作品】

【いじめ根絶バッジ】 【いじめ防止に向けた宣言】
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いじめをしない、させない、許さないための意識の醸成

小学校低学年

1

展開例

学習活動（◇教師の発問例） ○指導上の留意点
導
入　

５
分

１�　友達と一緒にいて、うれしかったことを
発表する。

○�　学級の実態に合わせて、事前アンケート
を取り、気付いたことを発表させてもよい。

展
開　

35
分

２�　教材「さるくんは　だめ」を読み、話し
合う。
◇�　さるくんが、「ぼくも　入れて」と言った
とき、りすさんたちはどんな気持ちになっ
たでしょうか。
◇�　しんとなってしまったとき、りすさんた
ちはどんな気持ちだったでしょうか。

３�　学級のみんなが気持ちよく生活できるた
めに一人一人ができることを考え、伝え合う。

○�　個人で考える時間を設けた後、ペアや班
で考えさせる。

○�　どんな相手に対しても、仲間外れにしな
いことの大切さに気付かせる。

○�　実施時期によっては、３の学習活動を「考
えたことをワークシートにまとめて、発表
する。」等に置き換える。

終
末　

５
分

４�　『心あかるく』16、17ページ「ともだち」
（作・谷川俊太郎）を読む。

【中心発問】おこりんぼうのさるくんを仲
間外れにした、りすさんたちを皆さんはど
う思いますか。

◆学習のねらい
　�　自分の好き嫌いにとらわれず、誰に対して

も仲間外れにしない心情を育てる。
◆評価
　�　友達に対して好き嫌いせず、仲間外れにしな

いで生活していこうとする意識を高めている。

◆教育課程における位置付け
　特別の教科　道徳（公正、公平、社会正義）
◆主な使用教材
　・�「さるくんは だめ」（東京都教育委員会『令

和２年度　東京都道徳教育教材集　小学校
１・２年生版　心あかるく』）

板書例

さ
る
く
ん
は　

だ
め

し
ん　

と
な
っ
た
と
き

・
さ
る
く
ん
お
こ
っ
て
い
た
な
。

・
さ
る
く
ん
、
か
わ
い
そ
う
だ
な
。

・
わ
る
い
こ
と
し
た
な
。

・
あ
や
ま
ろ
う
か
な
。

・
ゆ
る
し
て
く
れ
る
か
な
。

さ
る
く
ん
と
い
っ
し
ょ
に
ケ
ー
キ
を

つ
く
っ
て
い
る
と
き
。

・
や
っ
ぱ
り
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
が
た
の
し
い
な
。

１
く
み
の
み
ん
な
が

き
も
ち
よ
く
せ
い
か
つ
で
き
る

た
め
に
、
な
に
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

・
な
か
ま
は
ず
れ
を
し
な
い
。

・�

い
や
な
こ
と
や
こ
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、	

こ
と
ば
で
と
も
だ
ち
に
つ
た
え
る
。

・
せ
ん
せ
い
に
、
そ
う
だ
ん
す
る
。

ぼくも入れて。おいしいケーキの作り方をしっているよ。

今日はごめんね。
・ だって、さるくんはすぐおこるのだもの。
・ さるくんがおこったら、せっかくたのしいのに、たのし

くなくなるもの。
・ おこったら、こわいもの。いっしょにやりたくない。
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い
じ
め
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

教材文

○終末で使用する資料
資料等

さ
る
く
ん
は
　
だ
め

　

そ
よ
風
の
森
で
、
り
す
さ
ん
が
、
木
の
み
を　

さ
が
し
て　

い
ま
す
。

　

そ
こ
へ
、
な
か
よ
し
の　

小
鳥
さ
ん
が　

や
っ
て　

き
ま
し
た
。

「
り
す
さ
ん
、
何
を　

し
て　

い
る
の
。」

「
木
の
み
を　

さ
が
し
て　

い
る
の
。
た
く
さ
ん　

あ
つ
め
て
、
お
い
し
い　

木
の
み
の
ケ
ー
キ
を　

作
る
の
よ
。」

「
い
い
な
あ
。
わ
た
し
も　

入
れ
て
。
わ
た
し
は
、　

上
の　

方
の　

木
の
み
も　

と
れ
る
の
よ
。」

「
も
ち
ろ
ん
。
い
っ
し
ょ
に　

作
り
ま
し
ょ
う
。」

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
い
つ
も　

お
も
し
ろ
い　

き
つ
ね
く
ん
が　

や
っ
て　

き
ま
し
た
。

「
り
す
さ
ん
と　

小
鳥
さ
ん
、
何
を　

し
て　

い
る
の
。」

「
木
の
み
を　

さ
が
し
て　

い
る
の
。
た
く
さ
ん　

あ
つ
め
て
、
お
い
し
い　

木
の
み
ケ
ー
キ
を　

作
る
の
よ
。」

「
い
い
な
あ
。
ぼ
く
も　

入
れ
て
。
ぼ
く
は
、
木
の
み
を　

さ
が
す
の
が　

上
手
な
ん
だ
よ
。」

「
も
ち
ろ
ん
。
い
っ
し
ょ
に　

作
り
ま
し
ょ
う
。」

　

ま
た　

し
ば
ら
く　

す
る
と
、
お
こ
り
ん
ぼ
う
の　

さ
る
く
ん
が　

や
っ
て　

き
ま
し
た
。

「
り
す
さ
ん
と　

小
鳥
さ
ん
と　

き
つ
ね
く
ん
、
何
を　

し
て　

い
る
の
。」

「
木
の
み
を　

さ
が
し
て　

い
る
の
。
た
く
さ
ん　

あ
つ
め
て
、
お
い
し
い　

木
の
み
ケ
ー
キ
を　

作
る
の
よ
。」

「
い
い
な
あ
。
ぼ
く
も　

入
れ
て
。
ぼ
く
は
、
お
い
し
い
ケ
ー
キ
の　

作
り
方
を　

知
っ
て　

い
る
よ
。」

　

り
す
さ
ん
と　

小
鳥
さ
ん
と　

き
つ
ね
く
ん
は
、
目
を　

合
わ
せ
て
、
少
し　

考
え
て　

し
ま
い
ま
し
た
。

「
さ
る
く
ん
、
ま
た　

こ
ん
ど
、
い
っ
し
ょ
に　

木
の
み
ケ
ー
キ
を　

作
り
ま
し
ょ
う
。
今
日
は　

ご
め
ん
ね
。」

　

そ
う　

言
っ
て　

こ
と
わ
り
ま
し
た
。
さ
る
く
ん
の　

顔
は　

ま
っ
か
に　

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
プ
ン
プ
ン　

お
こ
っ
て
、

足
を　

ふ
み
な
ら
し
て　

帰
っ
て　

い
き
ま
し
た
。

「
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
。」

「
し
ょ
う
が
な
い
よ
ね
。」

　

り
す
さ
ん
と　

小
鳥
さ
ん
と　

き
つ
ね
く
ん
は
、
ま
た　

木
の
み
を　

さ
が
し
は
じ
め
ま
し
た
。
で
も
、
な
ぜ
か　

み
ん
な
は
、

し
ん
と　

な
っ
て　

し
ま
い
ま
し
た
。

　

ど
の
く
ら
い　

時
間
が　

た
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
り
す
さ
ん
が　

ぽ
つ
り
と　

言
い
ま
し
た
。

「
や
っ
ぱ
り　

わ
た
し
、
さ
る
く
ん
を　

よ
ん
で　

こ
よ
う
か
な
。」

　

小
鳥
さ
ん
と　

き
つ
ね
く
ん
も
、
し
ず
か
に　

う
な
ず
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
、
さ
る
く
ん
を　

よ
び
に　

い
き
ま
し
た
。
森
に　

帰
っ
て　

く
る
と
、
さ
る
く
ん
も　

い
っ
し
ょ
に　

な
っ
て

木
の
み
を　

あ
つ
め
ま
し
た
。
今
ま
で
に　

見
た
こ
と
も　

な
い
く
ら
い
の
、
た
く
さ
ん
の　

木
の
み
が　

あ
つ
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
さ
る
く
ん
に　

作
り
方
を　

教
え
て　

も
ら
い
な
が
ら
、
み
ん
な
で　

ケ
ー
キ
の　

き
じ
を　

作
り
ま
し
た
。
か
ま
ど
に　

入
れ
て　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
お
い
し
そ
う
な　

に
お
い
が
、
そ
よ
風
の
森　

い
っ
ぱ
い
に　

広
が
っ
て　

い
き
ま
し
た
。

（
野
村　

宏
行　

作
）（
橋
本　

ひ
ろ
み　

改
編
）

東
京
都
教
育
委
員
会
『
小
学
校
版　

東
京
都
道
徳
教
育
教
材
集
』

と
も
だ
ち
と　

て
を
つ
な
い
で

ゆ
う
や
け
を　

み
た

ふ
た
り
っ
き
り
で

う
ち
ゅ
う
に　

う
か
ん
で
る
―

そ
ん
な　

き
が
し
た

と
も
だ
ち
と　

け
ん
か
し
て

う
ち
へ　

か
え
っ
た

こ
こ
ろ
の　

な
か
が

ど
ろ
で　

い
っ
ぱ
い
―

そ
ん
な　

き
が
し
た

　
と
も
だ
ち
も

お
ん
な
じ　

き
も
ち
か
な

谷た
に

川か
わ　

俊
太た

郎ろ
う　

『
と
も
だ
ち
』

『
心
あ
か
る
く
』
小
学
校
一
・
二
年
生
版

し
ゅ
ん
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い
じ
め
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

互
い
の
個
性
の
理
解

規
範
意
識
の
醸
成

保
護
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

望
ま
し
い
人
間
関
係

の
構
築

い
じ
め
問
題
へ
の

対
応
事
例

教
員
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム

地
域
プ
ロ
グ
ラ
ム

い
じ
め
を
し
な
い
、さ
せ
な
い
、

許
さ
な
い
た
め
の
意
識
の
醸
成

いじめをしない、させない、許さないための意識の醸成

小学校低学年

１

展開例

学習活動（◇教師の発問例） ○指導上の留意点
導
入　

５
分

１�　友達と一緒に遊んでいるときの気持ちを
思い出す。
◇�　友達と一緒に遊んでいるとき、どんな気
持ちですか。

○�　児童の実態に応じて、学級の友達と一緒
に遊んでいるときの気持ちを考えさせる。

展
開　

35
分

２�　教材「およげない　りすさん」を読み、
かめさんたちの気持ちを考える。

◇�　かめさんたちは、どんな気持ちで、「りす
さんは、およげないから　だめ。」と言った
のでしょう。

◇�　島で遊んでいるかめさんたちは、どんな
気持ちで遊んでいるでしょう。

３�　友達と助け合ってよかったと思ったこと
はありますか。また、そのとき、どんな気
持ちになりましたか。

○�　教材提示の際は、児童の実態に応じ、場
面絵を活用した紙芝居等を活用する。

○�　一貫して、かめさんたちの気持ちを考え
ることを確認する。

○�　あひるさん、かめさん、白鳥さんの立場
に立った役割演技を行い、少しも楽しくな
い理由を考えさせる。

○�　場面絵を用いて、みんなが笑顔であるこ
とを確認する。

○�　個で考える時間を十分に設けて、書く活
動や話し合う活動に取り組ませる。

終
末　

５
分

４　教師の説話を聞く。 ○�　教師が低学年のときに、助けてもらった
経験を話す。

【中心発問】にこにこしているりすさんを見
た、かめさんたちは、どんな気持ちでしょう。

◆学習のねらい
　�　友達を仲間外れにせず、仲良くし、互いに

助け合っていこうとする態度を育てる。
◆評価
　�　自分のことだけではなく、友達の気持ちも考

え、仲良くすることの大切さに気付いている。

◆教育課程における位置付け
　特別の教科　道徳（友情、信頼）
◆主な使用教材
　・�「およげない　りすさん」（文部科学省『わ

たしたちの道徳』小学校１・２年）




